
3.10.2 研究推進部門 知財推進グループ
グループリーダー 井手信二 ほか13名

高価値・高独創性を有するNICT発技術の知的財産権化とその技術移転を促進

概 要

NICTの研究成果の特許権化を図るとともに、その管理及び技術移転を行うため、以下の業務を行う。

⑴ 専門家の目利きによる発明の発掘、特許相談室の開設により、研究者の研究成果の特許化を支援

⑵ 弁理士等専門家を活用し、効率的な特許出願・管理を実施

⑶ 専門家・TLO（技術移転機関）の活用や展示会、Webサイト等による特許情報の公開を通じて、技術移転

活動を展開

⑷ 役職員を対象とした特許講演会・研修を実施

平成20年度の成果

⑴ Webサイトでの技術移転情報の提供（http://www2.nict.go.jp/r/r312/partner/index.html）

NICTの研究成果を広く周知するとともに、技術移転を促進するため最新特許情報、実用化例の提案など付

加価値を高めた技術移転特許情報の提供を引き続き行っている。また、平成20年度から有償提供データとし

て「可動基線電波干渉計による静止衛星データ」を追加した。

⑵ NICTの研究成果の知的財産権化と社会還元のための技術移転活動

国内外に対し、210件の特許出願を行うとともに、16件の有償技術移転を行った。その結果、NICTの研究

成果が以下のような商品やサービスとなり、社会に提供されている。

また、平成20年度初めて試料提供契約（Material Transfer Agreement）を２件締結した。

⑶ 無線局管理、図書管理等

研究開発で使用する無線局の開設手続き等に係る調整、国内外の衛星打上げ情報に係る国内外関係者との

連絡を行っている。また、NICT図書の管理を一元的に行っており、平成20年度から新図書システムを導入し

た。

有償提供データ（http://www2.nict.go.jp/r/r312/
partner/trans edr.htmll）

最新特許情報（http://www2.nict.go.jp/r/r312/partner/
trans patent new.html）

Webサイトでの情報提供例>
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研究成果の商品・実用化例>

脳の働きを知るためにMRI測定を行う場合に被
験者と会話すると装置内の電磁誘導ノイズの影響
を受けます。このため、非磁性圧電素子のマイク
やノイズ軽減ソフトウェア等を開発しノイズの影
響を受けなくしました。これにより、脳研究の推
進が期待されます。

㈱日立アドバンストシステムから販売中

スペクトル強度と位相を同時に独立して高精度・
高分解能で制御することができます。超高速光通
信の波形整形へ利用することにより、より正確に
長距離の高速データ転送が可能となり、伝送路中
のボトルネックを排除できるフォトニックネット
ワークを実現します。

㈱オプトクエストから販売中

帯域可変スペクトルシェイパー MRI被験者用ヘッドセット

可動基線電波干渉計による静止衛星
データの提供

コヒーレント光通信用高速ディジタル
信号処理技術

３Gbpsクラスのコヒーレント光空間通信受信
機を開発しました。超高速AD変換器２個の出力
を１個のFPGAで処理する高速ディジタル信号
処理技術により、信号が大気揺らぎ等で大きく歪
む衛星地上間の光空間通信において、安定した通
信が可能となります。

日本コントロールシステム㈱から販売中

静止衛星の位置を測定するためには、地上からの
信号を衛星で折り返して距離を求めますが、本装
置では衛星からの電波を受信するだけで軌道位置
推定ができます。これにより、静止衛星の電波や
衛星軌道の監視に応用でき、得られたデータを衛
星通信会社に提供しています。

データ提供中
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技術移転特許情報（http://www2.nict.go.jp/r/r312/partner/trans patent use.html)


